
６月７日に開催された
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令和７年第２回定例会（６月議会）は、６月 2 日から６月 19 日
までの会期で開催し、６月 10 日から 12 日の日程で 13 人の議員が
一般質問を行いました。また、13 日には一般会計予算決算委員会に
おいて合葬式墓地整備実施設計業務委託料を含む令和７年度の補正予
算審査を行いました。最終日 19 日の議案審議では、産業・情報プラ
ザ調理設備設置、阿漕ケ浦公園駐車場整備における工事請負契約の締
結など村長提出の議案を含む 39 件全てを可決しました。また、請願
１件を採択、２件を不採択としました。

６月議会
あらまし

※全議案の議決結果は
ホームページでご覧
いただけます。

　産業・情報プラザ調理設備設置工事の請負契
約の締結に関する議案を可決しました。
　この工事は、１階ラウンジや喫茶コーナー等
を改修し、屋内にはシェアキッチンとイートイ
ンスペース、屋外にはテラス席とキッチンカー
エリアを整備するものです。調理設備の設置等
により飲食店の開業を目指す起業予定者の創業
チャレンジの場としての活用やイートインス
ペースの設置により集客力が向上し、新たな交
流が生まれることを期待します。

■契約金額　1億 76万円 イートインスペースとして 40席設置される予定の１階ラウンジ

　少子高齢化や核家族の増加など社会構造の変
化を受け、村では「お墓に対する意識調査」が
実施されました。その結果、要望が多かった合葬
式墓地を須和間霊園内の未使用区画に整備する
ため、実施設計委託料の補正予算を可決しました。
　今後は、合葬式墓地整備基本計画に基づき、

「将来にわたり誰もが安心して利用できる墓地」
をコンセプトに整備されます。
　なお、合葬式墓地は令和 9 年度に供用開始
を目指しています。

■補正予算額　992万円

補正
予算 須和間霊園内の合葬式墓地の整備設計が始まります

令和７年度

合葬墓のイメージ（青森県八戸市の合葬墓）

産業・情報プラザ「アイヴィル」の
� 調理設備設置工事が始まります

工事請負
契　　約
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月
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議員名

議案等名

新政とうかい 公明党 光風会

結果
飛
田
静
幸

大
内
則
夫

越
智
辰
哉

河
野
健
一

吉
田
充
宏

寺
門
定
範

笹
嶋
士
郎

三
上
　
修

松
江
秀
明

川
崎
克
彦

川
﨑
裕
弥

宮
本
翔
太

岡
崎
　
悟

植
木
伸
寿

恵
利
い
つ

村
上
志
保

大
名
美
恵
子

阿
部
功
志

請願第６－１号 × × ×

議
長

× × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 不採択
請願第７－１号 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ 不採択
承 認 第 ２ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 承　認
承 認 第 ４ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 承　認
議 案 第 67 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議 案 第 68 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決
議 案 第 69 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可　決

○…賛成　　×…反対	 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

賛否の分かれた議案などの名称と要旨

請願
第 6－ 1号

公表された東海村住民避難計画に複合災害時の対策を追加する決議の採択を求める請願
公表された東海村住民避難計画に複合災害時の対策を加え、住民の生命および身体の安全を真に確
保することのできる計画とする決議の採択を求めるもの

請願
第 7－ 1号

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願書
最低賃金の全国一律制度を確立し、地域間格差を縮小させるための施策を進めること、最低賃金の
引き上げに併せて税や社会保険料の事業主負担の軽減など中小企業への具体的経済支援策を国の責
任で拡充することおよび茨城県の最低賃金を物価高対策として 1,500 円以上に引き上げ、さらに
1,700 円を目指すため政府および関係機関に対し意見書の提出を求めたもの	

承認第２号
専決処分の承認を求めることについて（東海村税条例の一部を改正する条例）
地方税法および地方税法等の一部を改正する法律の一部を改正する法律等の施行に伴い、東海村税条例の一部を
改正する条例について専決処分を行ったため、地方自治法第 179条第３項の規定により報告し承認を求めるもの

承認第４号
専決処分の承認を求めることについて（東海村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
地方税法施行令および国有資産等所在市町村交付金法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、
東海村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について専決処分を行ったため、地方自治法第
179条第３項の規定により報告し承認を求めるもの

議案第 67号 あらたに生じた土地の確認について
本村内に、あらたに土地が生じたため、地方自治法第９条の５第１項の規定により、議会の議決を求めるもの

議案第 68号
字の区域の変更について
本村内に、あらたに土地が生じたことに伴い、字の区域を変更するため、地方自治法第 260条第
１項の規定により、議会の議決を求めるもの

議案第 69号
茨城港常陸那珂港区の公有水面埋立てに関する意見について
公有水面埋立法第 42条第３項において準用する同法第３条第１項の規定により、茨城港港湾管理
者から意見を求められ、同条第４項の規定により、議会の議決を求めるもの

論討
　自分の意見（賛成または反対）を表明し、その意見に反対する議員、賛否の意思を決めて
いない議員を、自分の意見に賛同させることを目的に行うものです。

討論とは…

請願第７－１号

　請願者が行った最低生計費試算調
査の結果では全国一律1,500円程度に
する意義が明らか。今、全企業数の
99.7%を占める中小企業を支援し最低
賃金を引き上げる事がどんなに重要に
なっているか、議会は理解を深めるべき。

大名 美恵子 議員賛成

　国は「賃上げこそが成長戦略の要」
とし、既に最低賃金1,500円に向け、
中小企業等に対し、法改正など対策を
講じている。請願では「国は全国一律
制度を確立し」とうたっているが、現
行の取り組みに適合しないと考える。

公明党 植木 伸寿 議員反対

　村の避難計画の中の複合災害への対
応は２項目のみが記されているだけで
あり、その内容は事後的かつ具体性に
欠け、住民の安心・安全を守るには不
十分。国の基準は最低限に過ぎず、さ
らなる検討が必要である。

光風会 村上 志保 議員賛成

　複合災害への対応は、現行の村地域
防災計画を組み合わせることで可能で
ある。また、道路の被害の具体的な想
定は困難であり、被災道路等の情報を
住民に迅速に提供するとしている現行
計画の対応は、現実的かつ適切である。

新政とうかい 川﨑 裕弥 議員反対

請願第６－１号

　村の避難計画は、諸課題が未解決の
上に、複合災害対策は第二の避難先確
保と被災道路情報の提供のみ。具体性
がなく、実際には機能しない。村単独
での対応が困難だから対策は必要ない
という詭弁で村民は納得するか。

阿部 功志  議員賛成

　原子力災害と自然災害との複合災害
となった場合、そのケースは多岐に、
また広範囲となる予想。国の緊急時対
応の議論において、広域的に議論、整
理されるべきである。単独自治体が対
応できる範囲を超えており反対。

新政とうかい 川崎 克彦 議員反対
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村政を問う！村政を問う！ 一般質問

※青字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

東海村議会 検索

松江　秀明　議員　P.5
１　2025 年国勢調査に向けた取組を問う
２　原子力災害時の屋内退避の運用について問う
３　村松小学校周辺の整地工事後の利活用を問う

岡崎　悟　議員　P.5
１　シビックプライドの醸成について
２　コミセンと庁舎に給水スポットの設置を
３　母乳バンクについて

越智　辰哉　議員　P.6
１　デマンドタクシーのＡＩ配車システムの導入
効果について

２　猛暑・酷暑への対応について
３　子ども・若者の居場所づくりについて
４　東海村長選挙への対応について

笹嶋　士郎　議員　P.6
１　村の財政対策について
２　原電線から久慈川間の地区計画について
３　村職員の健康管理について

大内　則夫　議員　P.7
１　東海村農業振興計画の改定について
２　上水道の耐震化について
３　東海中央土地区画整理事業について

三上　修　議員　P.7
１　文化団体の持続可能な活動支援
２　中高年世代に人生設計のアクションを
３　予防医療のさらなる拡充を
４　小中学生に村内事業者の見学拡大を

川崎　克彦　議員　P.8
１　村事業の管理と評価を問う
２　村財政の取組を問う
３　自治会との協働の事業に関する協定締結を問う

宮本　翔太　議員　P.8
１　学びの空間整備
２　校則の見直しと生徒参画
３　免許返納後も安心して外出できる仕組みづくり

恵利　いつ　議員　P.9
１　原子力災害時の屋内避難に対する村の考えは
２　放射線量を測定するモニタリングポストに
　　ついて

植木　伸寿　議員　P.9
１　70周年事業を契機とする今後のまちづくりは
２　保育にかかる ICT活用への取組は
３　リチウム蓄電池等の適正処理の考え方は

大名　美恵子　議員　P.10
１　小学校の学級編制に関して
２　学童クラブの運営状況について
３　部活動の地域移行について
４　東海第二原発中央制御室内火災に関して
５　東海村住民避難計画に関して

阿部　功志　議員　P.10
１　原電の中央制御室火災について、その後の
　　情報は
２　避難訓練で出た課題とその対応は
３　原発事故災害の前提条件として、
　　原発のメリット・デメリットは
４　被ばくしてもいいとの了承は、村民からいつ
得たのか

５　原子力事故災害の被害想定、災害規模予測の
公表は

６　小中学校教職員の登下校時の交通指導を
　　やめては

村上　志保　議員　P.11
１　東海村花火大会時における水田地帯の保全に
ついて

２　多面的機能支払交付金事業のさらなる展開は
３　災害時におけるペットの避難について
４　自殺防止対策について

一

般
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村政を問う！村政を問う！ 一般質問

　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長に対して質問し、時には是正を求めながら、
新たな施策の提案や意見を述べ、村政をより良い方向へ導くものです。

一般質問とは

問　
早
産
の
場
合
、
何
ら

か
の
理
由
で
母
乳
が
出
な

い
、
ま
た
は
出
て
も
赤

ち
ゃ
ん
に
与
え
ら
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
母
乳
バ

ン
ク
は
、
母
乳
が
た
く
さ

ん
出
る
お
母
さ
ん
ド
ナ
ー

か
ら
、
寄
附
い
た
だ
い
た

母
乳
を
適
切
に
低
温
殺
菌

処
理
な
ど
し
て
、
新
生
児

集
中
治
療
室
の
要
請
に

応
じ
て
、｢

ド
ナ
ー
ミ
ル

ク
」
と
し
て
１
５
０
０ｇ

未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
に
提
供

す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
本

村
の
認
識
は
。

答　
県
内
で
母
乳
バ
ン
ク

の
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る

指
定
医
療
機
関
は
牛
久
市

の
「
つ
く
ば
セ
ン
ト
ラ
ル

病
院
」
だ
け
で
、
ド
ナ
ー

ミ
ル
ク
の
使
用
医
療
機
関

は
水
戸
市
、
つ
く
ば
市
、

土
浦
市
の
３
病
院
で
あ
る
。

指
定
医
療
機
関
等
が
少
な

く
、
ド
ナ
ー
登
録
の
た
め

に
検
診
が
必
要
な
こ
と
か

ら
母
体
や
赤
ち
ゃ
ん
へ
の

負
担
な
ど
を
考
慮
し
、
こ

れ
ま
で
は
「
母
乳
バ
ン

ク
」
の
積
極
的
な
周
知
は

行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
妊

婦
や
出
産
後
の
方
に
情
報

を
紹
介
す
る
こ
と
は
、
大

切
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

機
能
の
あ
る
母
子
手
帳
ア

プ
リ
を
使
い
周
知
を
図
る
。

問 母乳バンクの周知方法は
答 母子手帳アプリで情報を提供

問 国勢調査員の負担減の
� 取り組みは

答 オンライン回答率向上に取り組む

問　
調
査
員
の
事
務
負
担

の
軽
減
に
向
け
た
村
の
取

り
組
み
は
。

答　
調
査
書
類
を
あ
ら
か

じ
め
封
筒
に
セ
ッ
ト
し
配

布
し
や
す
く
す
る
こ
と
や
、

ア
パ
ー
ト
管
理
会
社
等
へ

の
協
力
依
頼
を
実
施
す
る
。

前
回
調
査
で
は
52
・
９
％

の
世
帯
が
オ
ン
ラ
イ
ン
回

答
で
あ
り
、
県
内
２
位
の

高
水
準
だ
っ
た
。
郵
送
提

出
を
含
め
、
調
査
員
回
収

が
不
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
水
準
の
維
持
向
上
を

目
指
し
た
手
法
を
検
討
し
、

調
査
員
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
く
。

問　
２
０
２
５
年
国
勢
調

査
が
こ
の
秋
実
施
さ
れ
る
。

調
査
の
概
要
と
国
勢
調
査

員
の
募
集
状
況
は
。

答　
国
勢
調
査
は
、
全
国

の
人
口
や
世
帯
数
、
地
域

の
実
態
等
を
把
握
す
る
た

め
の
最
も
重
要
な
統
計
調

査
で
あ
り
、
５
年
ご
と
に

実
施
さ
れ
て
い
る
。
村
で

は
国
勢
調
査
員
１
７
３
名

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
調
査
員
の
多

く
は
自
治
会
か
ら
の
推
薦

に
よ
り
確
保
し
て
き
た
経

緯
が
あ
る
た
め
、
自
治
会

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
選

定
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
広
く
一
般
向
け

の
募
集
も
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

新政とうかい

松
ま つ

江
え

　秀
ひ で

明
あ き

　議員

総務省統計局 国勢調査 2025 キャンペーンサイト

公明党

岡
お か

崎
ざ き

　悟
さとる

　議員

赤ちゃんの命を守る役割を担う「母乳バンク」

一

般

質

問
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問　
令
和
５
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
省
エ
ネ
家

電
導
入
促
進
事
業
」
の
エ

ア
コ
ン
補
助
実
績
は
。

答　
想
定
数
に
関
し
て
は

エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
を
区

分
し
て
お
ら
ず
、
令
和
５

年
度
は
想
定
数
３
０
０
件

に
対
し
て
実
績
１
８
９
件

（
エ
ア
コ
ン
１
３
０
／
冷

蔵
庫
59
）、
令
和
６
年
度

は
想
定
数
２
５
０
件
に
対

し
て
実
績
１
５
４
件
（
エ

問 エアコン購入補助の要件緩和を

考
え
る
が
、
村
と
同
様
に

｢

４
つ
星
以
上
」
を
要
件

と
す
る
自
治
体
は
あ
る
か
。

答　
指
摘
の
と
お
り
、

｢

４
つ
星
以
上｣

と
い
う
高

い
補
助
基
準
が
申
請
件
数

の
伸
び
悩
み
の
理
由
で
あ

る
と
分
析
し
て
い
る
。
事

業
を
開
始
し
た
当
初
は
同

様
の
基
準
を
設
け
て
い
る

自
治
体
が
あ
っ
た
が
、
現

時
点
で
「
４
つ
星
以
上
」

を
求
め
て
い
る
自
治
体
は

ほ
ぼ
無
い
状
況
で
あ
る
。

　
今
後
は
、
脱
炭
素
化
や

省
エ
ネ
意
識
向
上
の
視
点

に
立
っ
て
、
広
く
住
民
に

利
用
さ
れ
る
制
度
と
な
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問　
新
た
な
計
画
「
ま
ち

づ
く
り
の
羅
針
盤
」
の
中

に
は
、
原
電
線
か
ら
久
慈

川
地
区
の
ハ
ー
ド
整
備
が

見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、

過
去
10
年
の
駅
東
・
駅

西
・
中
央
地
区
な
ど
と
原

電
線
か
ら
久
慈
川
地
区
の

問 原電線から久慈川沿線の
� 振興策を

答 地域の意見を伺い検討する

の
総
額
は
約
91
億
円
、
原

電
線
か
ら
久
慈
川
地
区
は

約
13
億
円
で
あ
る
。

問　
同
じ
村
民
で
あ
り
な

が
ら
地
区
に
よ
っ
て
事
業

費
に
格
差
が
あ
る
。
村
全

体
を
見
た
整
備
が
求
め
ら

れ
る
。
羅
針
盤
は
、
方
向

性
を
示
す
も
の
で
具
体
的

に
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
取
り
組
む
と
の

こ
と
で
あ
れ
ば
い
つ
取
り

組
む
の
か
。

答　
今
年
度
か
ら
２
年
を

か
け
必
要
な
改
訂
を
行
う
。

検
討
し
て
き
た
事
項
や
把

握
し
て
い
る
地
域
課
題
な

ど
地
域
の
意
見
を
伺
い
進

め
て
い
き
た
い
。

答 広く住民に利用されるよう検討

ハ
ー
ド
整
備
に
費
や
し
た

総
額
は
い
く
ら
か
伺
う
。

答　｢

ま
ち
づ
く
り
の
羅

針
盤
」
は
、
各
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
に
向
け
た
村
・
村

民
・
事
業
者
の
取
り
組
み

の
方
向
性
を
記
載
し
、
個

別
具
体
的
な
ハ
ー
ド
整
備

に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。

必
要
に
応
じ
て
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定

等
で
の
検
討
も
あ
る
と
考

え
る
。
区
画
整
理
地
内
で

ア
コ
ン
78
／
冷
蔵
庫
76
）

と
な
っ
て
い
る
。

問　
２
年
連
続
で
想
定
を

下
回
っ
た
が
、
要
因
を
ど

う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
多
段
階
評
価
で
「
４
つ

星
以
上
」
と
い
う
要
件
が

ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と

新政とうかい

越
お

智
ち

　辰
た つ

哉
や

　議員

新政とうかい

笹
さ さ

嶋
じ ま

　士
し

郎
ろ う

　議員

補助事業の対象となっているエアコン

延伸が望まれる内宿の原電線丁字路
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問　
村
内
の
文
化
団
体
は
、

活
発
な
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、
そ
の
功
績
は
顕
著

で
あ
る
が
、
参
加
者
の
高

齢
化
も
相
ま
っ
て
、
今
後

活
動
の
継
続
が
困
難
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
文
化
団
体

の
現
状
の
活
動
に
対
す
る

本
村
の
受
け
止
め
と
支
援

状
況
は
い
か
に
。

答　
文
化
活
動
は
伝
統
文

化
の
継
承
だ
け
で
な
く
、 

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

動
実
績
を
ど
の
よ
う
に
構

築
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

新
規
会
員
の
獲
得
活
動
の

具
体
的
支
援
策
は
い
か
に
。

答　
東
海
村
文
化
協
会
が

発
行
す
る
広
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど

に
よ
り
記
録
・
管
理
し
て

い
る
。

　
新
規
会
員
の
獲
得
に
向

け
、
体
験
教
室
や
講
座
の

開
催
、
活
動
成
果
を
発
表

す
る
場
を
提
供
し
、
多
く

の
村
民
に
諸
活
動
の
魅
力

を
伝
え
る
機
会
を
創
出
す

る
。

問 文化団体の活動支援は
答 諸活動の魅力伝承の機会を創出

問 上水道の耐震化についての
� 考えは

答 スピード感をもって取り組む

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
取
水
場
ポ
ン
プ
室
の
耐

震
工
事
は
、
今
年
度
に
耐

震
診
断
の
業
務
委
託
を
実

施
し
、
ポ
ン
プ
室
の
現
状

の
耐
震
性
が
判
明
す
る
。

｢

耐
震
性
無
し
」
の
場
合

は
、
補
強
工
事
に
な
る
の

か
、
建
て
替
え
が
必
要
と

な
る
の
か
時
期
を
含
め
て

判
明
す
る
。
外
宿
浄
水
場

の
耐
震
工
事
は
す
べ
て
完

了
し
て
い
る
。
須
和
間
配

水
場
は
耐
震
基
準
に
合
致

し
て
い
る
。
耐
震
化
が
全

て
終
わ
っ
て
い
る
施
設
は

導
水
管
・
浄
水
場
・
配
水

場
と
な
っ
て
い
る
。

問　
昨
年
１
月
の
能
登
半

島
地
震
で
は
、
上
水
道
施

設
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
。

特
に
基
幹
施
設
の
耐
震
化

が
遅
れ
て
い
た
こ
と
が
、

広
範
囲
で
の
断
水
や
復
旧

の
長
期
化
に
つ
な
が
っ
た

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本

村
の
上
水
道
施
設
の
耐
震

化
の
状
況
に
つ
い
て
、
取

水
口
か
ら
一
般
家
庭
ま
で

の
管
路
別
の
状
況
と
今
後

の
計
画
を
伺
う
。

答　
口
径
３
０
０
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
基
幹
管

路
の
耐
震
化
率
は
75
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
基
幹
管

路
は
配
水
管
網
の
根
幹
で

あ
る
た
め
耐
震
管
へ
更
新

を
し
な
が
ら
耐
震
化
率

１
０
０
％
を
目
指
し
ス

の
形
成
な
ど
の
役
割
も

担
っ
て
い
る
と
考
え
て
お

り
、
引
き
続
き
活
動
の
場

の
提
供
や
、
新
規
会
員
の

獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
を
支
援
す
る
。

問　
諸
団
体
の
過
去
の
活

新政とうかい

大
お お

内
う ち

　則
の り

夫
お

　議員

新政とうかい

三
み

上
か み

　修
おさむ

　議員

県水を受け入れる須和間配水場

村立東海病院に掲示された作品
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問　
村
に
お
け
る
事
務
事

業
の
評
価
手
法
は
。

答　
事
業
の
所
管
課
が
、

当
年
度
の
事
業
実
績
を
基

に
次
年
度
の
方
向
性
を
示

し
て
自
己
評
価
を
行
う
。

結
果
は
村
長
を
本
部
長
と

す
る
「
地
域
戦
略
推
進
実

行
本
部
」
で
共
有
し
て
い

る
。
ま
た
、｢

改
善
」｢

見

直
し
」
と
評
価
さ
れ
た
事

業
は
、
次
年
度
の
予
算
編

問 財政を踏まえた
� 事業管理と評価は

成
度
を
検
証
、
事
業
の
選

択
と
質
の
向
上
、
外
部
財

源
の
効
率
的
な
活
用
を
目

指
す
も
の
。
し
か
し
、
効

果
が
低
い
と
評
価
さ
れ
た

事
業
で
も
、
住
民
等
へ
の

影
響
を
考
慮
す
る
と
思
い

切
っ
た
見
直
し
に
踏
み
込

め
な
い
こ
と
や
、
評
価
に

応
じ
た
予
算
調
整
ま
で
は

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
課

題
で
あ
る
。

問　
財
政
経
営
も
含
め
、

今
後
の
課
題
対
応
と
評
価

の
進
め
方
は
。

答　
厳
し
い
財
政
状
況
を

迎
え
つ
つ
あ
る
中
、
事
業

の
見
直
し
に
よ
る
歳
出
削

減
の
効
果
的
な
仕
組
み
を

全
庁
一
丸
で
検
討
す
る
。

問　
校
則
は
、
時
代
や
社

会
の
変
化
に
応
じ
て
見
直

す
べ
き
教
育
的
ル
ー
ル
で

あ
る
と
の
認
識
か
。

答　
児
童
生
徒
の
発
達
段

階
や
社
会
の
変
化
を
踏
ま

え
、
見
直
す
べ
き
も
の
と

認
識
し
て
お
り
随
時
見
直

し
を
行
な
っ
て
い
る
。

問　｢

ま
ち
づ
く
り
の
羅

針
盤
」
に
掲
げ
る
「
こ
ど

も
・
わ
か
も
の
の
声
を
聴

き
、
ま
ち
づ
く
り
に
反
映

す
る
し
く
み
」
は
、
学
校

問 子どもたちの声で
� 校則は変わるか

答 声を反映し校則を改善していく

中
学
生
の
声
を
聴
く
取
り

組
み
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
級
活
動
等
を
通

じ
て
課
題
を
見
い
だ
し
、

対
話
や
合
意
形
成
を
行
い
、

よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
現
行
の
校
則
に
、
合

理
性
が
乏
し
い
ル
ー
ル
や

抽
象
的
な
文
言
、
多
様
性

へ
の
配
慮
が
不
十
分
な
規

定
は
存
在
し
な
い
か
。

答　
校
則
は
随
時
見
直
し

て
き
た
が
、
現
状
で
十
分

と
は
考
え
て
い
な
い
。
今

後
も
、
児
童
生
徒
が
主
体

的
に
校
則
の
見
直
し
等
に

関
わ
る
取
り
組
み
を
一
層

推
進
し
、
内
容
や
表
現
に

つ
い
て
の
見
直
し
を
進
め

る
よ
う
助
言
し
て
い
く
。

答 効果的な仕組みを全庁で検討する

現
場
で
ど
の
よ

う
に
実
践
す
る

の
か
。

答　
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
「
み
ん

な
の
放
課
後
」

を
テ
ー
マ
に
小

成
に
先
立
っ
て
協
議

し
、
改
善
等
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。

問　
事
務
事
業
評
価

の
根
底
に
あ
る
考
え

方
や
ポ
イ
ン
ト
、
課

題
は
。

答　
目
標
と
成
果
を

明
確
に
し
事
業
の
達 新政とうかい

川
か わ

崎
さ き

　克
か つ

彦
ひ こ

　議員

新政とうかい

宮
み や

本
も と

　翔
しょう

太
た

　議員

新しく導入されたジェンダーレス制服

まちづくりの羅針盤と事務事業評価の
基となる実施計画
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問　
近
年
、
共
働
き
世
帯

が
増
え
保
育
ニ
ー
ズ
も
多

様
化
し
、
保
育
士
業
務
は

よ
り
複
雑
か
つ
多
忙
な
状

況
で
あ
る
。
一
方
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
取
り
組
み
が

保
育
の
質
を
高
め
、
業
務

効
率
化
に
役
立
つ
と
し
て

い
る
。
村
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
状
況
を
伺
う
。

答　
村
で
は
、
全
公
立
施

設
で
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い
る
。
園

児
の
欠
席
連
絡
や
連
絡
帳

の
記
入
な
ど
も
Ｗ
ｅ
ｂ
上

で
行
え
る
こ
と
か
ら
保
護

者
か
ら
も
好
評
で
あ
る
。

さ
ら
に
保
育
士
や
幼
稚
園

教
諭
の
業
務
も
省
力
化
が

図
ら
れ
、
子
ど
も
に
向
き

合
う
時
間
と
ゆ
と
り
が
生

ま
れ
結
果
的
に
保
育
・
教

育
の
質
の
向
上
に
も
つ
な

が
る
。

問　
全
国
で
乳
児
の
う
つ

ぶ
せ
寝
に
よ
る
窒
息
事
故

の
報
告
も
あ
る
。
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
Ａ
Ｉ

セ
ン
サ
ー
の
導
入
が
広

が
っ
て
い
る
。
保
育
士
の

業
務
を
補
助
し
、
危
険
性

を
事
前
に
把
握
す
る
仕
組

み
と
し
て
活
用
を
求
め
た

い
が
、
導
入
に
向
け
村
の

考
え
は
。

答　
現
場
で
保
育
に
向
き

合
う
保
育
士
等
の
意
見
を

十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
検

討
す
る
。

問 保育事故未然防止への
� 取り組みは

答 ICT機能の活用拡大を検討する

問 屋内退避に係る住民意向調査は
答 現時点では調査の必要性は低い

民
の
状
況
も
違
う
。
自
宅

に
残
る
人
を
村
は
ど
の
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
か
。

答　
避
難
を
拒
否
す
る
方

へ
の
対
応
は
、
避
難
行
動

の
理
解
促
進
や
初
動
の
周

知
が
重
要
と
考
え
る
。
ど

う
し
て
も
拒
否
す
る
方
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
可

能
な
限
り
見
守
る
。

問　
避
難
計
画
に
つ
い
て
、

住
民
へ
の
説
明
会
な
ど
は

開
か
れ
て
い
な
い
。
し
っ

か
り
と
丁
寧
な
説
明
が
必

要
で
あ
る
が
、
い
つ
、
ど

の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答　
村
内
６
地
区
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
に
特
化
し
た
避

難
計
画
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
昨
年
12
月
に
作
成
し
全

戸
配
布
し
た
。

問　
原
子
力
災
害
時
の
屋

内
退
避
の
運
用
に
関
す
る

報
告
書
を
村
は
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
た
か
。

答　
原
子
力
災
害
対
策
指

針
な
ど
に
定
め
の
な
か
っ

た
屋
内
退
避
の
解
除
要
件

な
ど
具
体
的
な
運
用
が
あ

る
程
度
示
さ
れ
た
と
認
識
。

問　
被
ば
く
評
価
の
考
え

方
は
、
安
全
神
話
の
再
構

築
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

村
は
慎
重
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
原
発
事
故
時
に
自
宅

に
残
る
人
・
残

り
た
い
人
が
ど

れ
ほ
ど
い
る
か
、

意
向
調
査
が
必

要
。
前
回
行
っ

た
調
査
は
９
年

前
で
今
と
は
住

公明党

植
う え

木
き

　伸
し ん

寿
じ

　議員

光風会

恵
え

利
り

　いつ　議員

けやきの杜保育所で導入されている ICT 機器

村内６地区ごとに作成された
避難計画のパンフレット
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問　
中
央
制
御
室
内
火
災

の
新
情
報
は
あ
る
の
か
。

答　
シ
ェ
ア
バ
ル
ブ
の
作

動
試
験
作
業
に
係
る
事
実

関
係
の
確
認
、
作
業
関
係

者
や
協
力
会
社
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
、
作

業
時
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運

用
の
不
十
分
さ
な
ど
の
要

因
が
積
み
重
な
っ
た
結
果
、

問 電気は足りる、
� 再稼働中止求めよ

｢

溶
断
対
応
の
た
め
の
大

容
量
ヒ
ュ
ー
ズ
へ
の
変

更
」
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、

関
係
者
間
で
通
電
時
間
管

理
に
係
る
情
報
共
有
が
十

分
で
な
か
っ
た
こ
と
が
原

因
と
聞
い
て
い
る
。

問　
村
長
は
「
報
告
を
待

つ
」
の
で
は
な
く
、｢

信

頼
に
欠
け
る
」
と
明
言
し
、

東
海
第
二
が
動
か
ず
と
も

電
気
は
足
り
る
と
の
認
識

を
深
め
、
今
す
ぐ
再
稼
働

の
中
止
を
求
め
よ
。

答　
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

の
た
め
に
は
脱
炭
素
の
推

進
は
欠
か
せ
な
い
。
従
っ

て
、
原
子
力
発
電
は
最
大

限
活
用
が
必
要
。

問　
き
っ
か
け
が
自
然
災

害
だ
ろ
う
と
原
発
事
故
は

人
災
。
東
海
第
二
原
発
に

つ
い
て
、｢

稼
働
す
る
メ

リ
ッ
ト
が
事
故
災
害
で
被

る
デ
メ
リ
ッ
ト
を
大
き
く

し
の
ぐ
」
と
い
う
論
拠
が

示
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
村

問 再稼働のメリット、
� デメリットは

答 利点は交付金など、難点はリスク

ト
が
デ
メ
リ
ッ
ト
を
し
の

ぐ
説
明
が
で
き
な
い
の
は

デ
メ
リ
ッ
ト
を
し
の
ぐ
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
か
ら
だ
。

避
難
弱
者
の
存
在
を
村
長

は
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答　
施
設
敷
地
緊
急
事
態

に
な
っ
た
ら
避
難
を
開
始

す
る
。
健
康
リ
ス
ク
の
あ

る
場
合
は
施
設
で
屋
内
退

避
す
る
。
個
別
避
難
計
画

を
策
定
し
て
支
援
す
る
。

問　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
分
析
・
整
理
し

て
村
民
に
示
す
こ
と
は
。

答　
村
民
に
直
接
再
稼
働

の
是
非
を
問
う
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
利
点
・
難

点
を
示
す
こ
と
は
困
難
。

答 原子力発電は最大限活用が必要

民
と
の
合
意
形
成
が
な
さ

れ
る
の
が
基
本
条
件
。

答　
税
収
や
交
付
金
は
大

き
い
。
村
民
の
一
定
数
が

原
電
や
そ
の
関
連
企
業
に

勤
務
し
て
い
る
し
、
地
域

経
済
を
支
え
て
い
る
。
一

方
で
リ
ス
ク
が
あ
る
た
め

国
は
事
業
者
に
安
全
対
策

を
、
自
治
体
に
防
災
対
策

を
求
め
て
い
る
認
識
だ
が

明
確
に
示
す
こ
と
は
困
難
。

問　
雑
な
答
弁
。
メ
リ
ッ

火
災
に
至
っ
た
と
認
識
し

て
い
る
。

問　
ヒ
ュ
ー
ズ
容
量
の
変

更
は
な
ぜ
必
要
だ
っ
た
の

か
。
10
ア
ン
ペ
ア
ヒ
ュ
ー

ズ
の
通
電
が
長
時
間
に

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
シ
ェ
ア
バ
ル
ブ
の
作

動
試
験
に
先
立
ち
、
協
力

会
社
か
ら
原
電
に
対
し
て

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員

大
お お

名
な

 美
み

恵
え

子
こ

　議員

最近の東海第二原発（6月17日撮影）

山田村長から日本原子力発電㈱取締役社長に
安全管理の徹底を要請

一

般

質

問
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問 ペット同行避難の規定、想定は
答 ペットの同行避難は受け入れ可

答　
自
家
用
車
で
の
避
難

所
ま
で
の
同
行
避
難
は
可

能
と
考
え
る
。
一
時
集
合

場
所
か
ら
の
バ
ス
で
の
避

難
で
は
同
乗
者
の
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
配
慮
が
必
要
と

な
り
バ
ス
に
ペ
ッ
ト
を
乗

せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
飼

い
主
が
前
も
っ
て
一
時
預

け
先
を
確
保
す
る
こ
と
が

現
実
的
と
考
え
る
。

問　
広
域
避
難
受
け
入
れ

先
の
自
治
体
と
ペ
ッ
ト
の

避
難
に
つ
い
て
具
体
的
な

打
ち
合
わ
せ
は
行
っ
て
い

る
か
。

答　
打
ち
合
わ
せ
は
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
が
今
後
検

討
し
た
い
。

問　
本
村
の
地
域
防
災
計

画
で
は
ペ
ッ
ト
の
災
害
時

の
避
難
は
い
か
に
規
定
・

想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
ペ
ッ
ト
が
飼
い
主
と

共
に
避
難
所
に
避
難
し
、

避
難
所
の
近
傍
で
受
け
入

れ
る
同
行
避
難
が
可
能
で

あ
る
が
、
ペ
ッ
ト
の
管
理

は
飼
い
主
の
責
任
で
行
う

た
め
、
平
時
の
し
つ
け
や

準
備
が
必
要
で
あ
る
。
村

内
い
ず
れ
の
避
難
所
で
も

ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
は
受

け
入
れ
可
能
で
あ
る
。

問　
原
子
力
災
害
時
の
広

域
避
難
計
画
に
は
ペ
ッ
ト

を
連
れ
て
の
避
難
に
つ
い

て
特
に
記
載
が
な
い
が
、

広
域
避
難
の
際
は
ど
の
よ

う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

光風会

村
む ら

上
か み

　志
し

保
ほ

　議員

村内の避難所ではペットの同行避難が可能

東海村発足70周年記念式典に参加
７月６日に東海文化センターで行われた東海村発足 70 周年記念式典に議員一同で参加しまし

た。式典は 2 部構成となっており、村内の中学生も運営に関わり盛大に執り行われました。
また、東海村○×クイズや記念動画が上映されるなど、改めて先人たちが築いた歴史等を振

り返る機会となりました。
本年度は東海村発足 70 周年記念のメインイヤーとして今後も多くの記念事業が予定されてお

り、東海村の魅力を村内外に発信するまたとないチャンスです。多くの村民の皆さまの記憶に残
り、世代を超えて絆を深め、本村の未来の姿を思い描ける機会になることを期待しています。

議会を代表して挨拶をする河野議長70 周年記念式典での集合写真

一

般

質

問
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議　会　報
編集委員会

委 員 長　　越智　辰哉　　副 委 員 長　　岡崎　　悟
委 　 員　　阿部　功志　　寺門　定範　　松江　秀明　　村上　志保　　川崎　克彦

表紙写真の紹介

はじめよう！

か
ら聴傍

どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越し
ください。（受付は30分前から）

傍聴の定員は42名
シリーズ 14

定例会日程（予定）９月 　　　については　　　　　　　
インターネットでライブ配信

※日程は変更になる場合があります。
※�議案上程・一般質問・議案審議は、議会棟２階の議会事務局窓口で住所・氏名等を記載するだけで、どなたでも傍聴できます。

　東海村総合福祉セン
ター「絆」で行われた「絆
ゆいまるまつり」での昔
遊び体験。幼少期にタイ
ムスリップして楽しんで
いるお父さん・お母さん
の姿が印象的でした。お
子さんは竹馬に初挑戦で
しょうか。上手に乗れて
いましたよ。

居場所サロン Tess. は、人と人がつながるバリアフリーな居場所として 2023 年にオープ
ンしました。障がいの有無や年齢、疾患などにかかわらず参加できるヨガクラス「YURUKU 
YOGA」、多世代のだんらんをイメージした「とうか
いみんなの食堂」、必要な方に物資を届ける「譲り合
いバンク」、環境を考えるきっかけをつくる「ビーチ
クリーン」など、多様な取り組みを展開しています。
今年は活動の広がりを受け、居場所サロンをベースに

「インクルーシブとうかい」という福祉コミュニティー
も立ち上げました。今後は不登校支援や認知症カフェ、
動物愛護にも取り組み、誰一人取り残されることのな
い社会の実現を目指します。関心のある方はぜひご参
加ください！ とうかいみんなの食堂の様子

新たに村に仲間入りした店舗や団体などを紹介。
地域に貢献する活動を応援していきます。

まちづくり  New Face居場所サロン
Tess.

期　日 時　間 内　容
９月29日（月） 午前10時～ 議案上程　
10月７日（火） 午前10時～ 一般質問　
10月８日（水） 午前10時～ 一般質問　
10月９日（木） 午前10時～ 一般質問　

期　日 時　間 内　容
10月10日（金） 午前９時～ 予算決算委員会
10月14日（火） 午前９時～ 予算決算委員会
10月15日（水） 午前９時～ 予算決算委員会　
10月22日（水） 午前10時～ 議案審議

映像配信ページ


